
サポート⽴て

●型枠⽀保⼯組⽴図通りに⽴てる。
●サポート上下共に滑動防⽌を⾏う。



業９

サポート⽴て

△⼿を滑らせサポートが緩み⼿を挟む。
△サポートが転倒する。



サポート⽴て

◎保護具を使⽤し、⼿元に注意する事。
◎サポートは垂直に⽴て上下共に釘⽌めする。



サポート⽴て

※パイプサポートの点検

受板（端板）

差込管（内管）
ピン⽳

キャップ

くさり

ピン

スライド盤
ハンドル

腰管（外管）

ボルト⽳

くぎ⽳

台板 補助サポート差込⽳

補助サポート（差込式）

補助サポート（ボルト式）



サポートの⽔平つなぎ根がらみ、筋かいを取付ける

●型枠⽀保⼯計画図通りに取付ける。



サポートの⽔平つなぎ根がらみ、筋かいを取付ける

△鋼管、パイプ等が落下し負傷する。
△⻑尺物の為、振り廻し⼈にあたる。



サポートの⽔平つなぎ根がらみ、筋かいを取付け
る
◎⼿元に注意し作業する。
◎周囲の⼈払いをし、声を掛け合い作業する。



型枠組⽴完了後の検査
①建⼊れ、通り、⾼さ等の⼨法。（博新建設㈱⾃主検査表による）



型枠組⽴完了後の検査
②締付け鋼管の取付位置及び間隔。



型枠組⽴完了後の検査
③型枠の倒れ及びひずみ防⽌の控え。



型枠組⽴完了後の検査
④⽀柱の位置間隔、建⼊れ及び⾼さ。



型枠組⽴完了後の検査
⑤根がらみ（滑動防⽌）、⽔平つなぎ及び筋かいの配置と緊結。
（⽔平つなぎは2m以内ごとに直⾓2⽅向に設ける）



型枠組⽴完了後の検査
⑥⼤引き及び根太の間隔。



型枠組⽴完了後の検査
⑧その他の⽀保⼯補強。



せき板、⽀保⼯在置期間のチェックをする

●せき板在置期間（ＪＡＳＳ 5）

10℃以上20℃未満 6日以上

普通ポルトランドセメントＭの場合
平均温度 せき板の在置期
間
20℃以上 4日以上



せき板、⽀保⼯在置期間のチェックをする

◎元請係員にコンクリート養⽣期間を尋ね、解体期間、順序を打ち合
わせる◎床スラブ及び梁下のせき板は、原則として⽀保⼯を取り外した後
に取り外す


